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株式会社オートバックスセブン（代表取締役 社長：堀井勇吾、以下「当社」）の連結子会社である株式会社オー

トバックス南日本販売（代表取締役社長：金子政義）は、「AUTO IN 車検・タイヤセンター」初となるタイヤに特

化した新モデル店舗「AUTO IN 車検・タイヤセンター熊本玉名店」を、2025 年 3 月 14 日（金）に新規オープ

ンいたします。 

 

 

 

 

 

 

「AUTO IN 車検・タイヤセンター」は、車検やオイル交換、タイヤ交換などの、クルマのメンテナンスに特化し

た店舗です。自店舗で車検の整備・検査が完了できる車検指定工場として、国家資格を持った自動車検査員や整備

士が在籍し、高い作業品質はもちろん、作業効率化により、スピーディなサービスの提供が可能です。 

 

「AUTO IN 車検・タイヤセンター熊本玉名店」は、「AUTO IN 車検・タイヤセンター」で初となるタイヤに特化

した新モデル店舗で、最下限のアジアンタイヤを軸にロープライスでタイヤを提供いたします。タイヤ以外にバッ

テリーやワイパーの交換といったメンテナンス※1 も行い、お客様がネットなどで購入された同様の商品の持ち込み

交換作業も承ります。作業予約は連携している Google マップ上から直接行えます。 

また、車検※2 も受け付けており、近隣住民の方にクルマのメンテナンス拠点としてご活用いただけるものと考え

ております。  
※1：オイル交換は行っておりません。詳細な対応作業については店舗にご相談ください。 ※2：取り次ぎにより車検にかかわる受付～納車までを実施 

  

店舗の概要および拠点一覧は以下の通りです。 

「AUTO IN 車検・タイヤセンター熊本
く ま も と

玉
た ま

名
な

店」新規オープン 

～タイヤに特化した新モデル店舗を初出店～ 

ここがポイント！ 

■ ロープライス商品を軸に、タイヤに特化した新モデル店舗として初出店 

■ ネットなどで購入されたタイヤ・ホイール・バッテリーなどの持ち込み交換作業も承ります 

■ Google マップと連携している予約システムから作業予約が可能 



 

【お客様からのお問い合わせ】 
  オートバックスお客様相談センターフリーコール：0120-454-771 

受付時間：9:00～12:00 13:00～17:30（土・日・祝日を除く） 

【報道関係者からのお問い合わせ】 
株式会社オートバックスセブン 広報・IR 部 富井、浅川、淡路 

〒135-8717 東京都江東区豊洲 5-6-52 NBF 豊洲キャナルフロント 
TEL. 03-6219-8787 FAX. 03-6219-8762 MAIL. pr@autobacs.com 
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■店舗概要 

店 舗 名 ： AUTO IN 車検・タイヤセンター熊本玉名店 開 店 日 ： 2025 年 3 月 14 日（金） 

所 在 地 ： 〒865-0064 熊本県玉名市中字河原 1191-1 

連 絡 先 ： TEL. 0968-82-7866 ／ FAX. 0968-82-7876  

敷地面積 ： 1,015.5 ㎡（307.18 坪） 建物面積 ： 143.01 ㎡（43.26 坪） 

駐車台数 ： 8 台 ピット台数 ： 1 台（簡易ピット） 

営業時間 ： 10:00～12:00／13:00～18:00 定 休 日 ： 不定休 

経営母体 ： 株式会社オートバックス南日本販売 代表取締役 ：金子 政義 
 

 

 

■AUTO IN 車検・タイヤセンター店舗一覧（既存店舗） 

店舗名 住所 電話番号 

千葉ニュータウン店 千葉県印西市牧の原 2-1 0476-40-6221 

宇都宮店 栃木県河内郡上三川町磯岡 421-1 0285-55-2201 

土浦店 茨城県土浦市上高津 358-1 029-879-8853 

ニューポートひたちなか店 茨城県ひたちなか市新光町 35 029-265-1280 

瑞穂店 東京都西多摩郡瑞穂町殿ヶ谷 442 042-568-0301 

新田店 群馬県太田市新田市野井町 592-13 0276-40-9990 

千代田店 群馬県邑楽郡千代田町萱野 813-1 0276-55-8666 

 

 

当社は「社会の交通の安全とお客様の豊かな人生の実現」というパーパスのもと、これからもさまざまな事業を通じてお客様

の安全・安心と、利便性向上に取り組み続けるとともに、環境・社会課題の解決へ向けた取り組みにも挑戦してまいります。                       

 

以上 


